
だ
。三

ビ

ッ
チ
で
赤
岳
鉱
泉
に
着
く
。
天
幕
を
張

っ
た
後
、
赤
岳

阿
弥
陀
岳
方
面
に
向
う
。
中
岳
の
コ
ル
か
ら
阿
弥
陀
岳
は
急
で

初
心
者

に
は
危
か
し
い
の
で
、

コ
ル
か
ら
も
ど
る
こ
と
に
す
る
。

途
中
の
斜
面
を
利
用
し
て
、
歩
き
方
を
教
え
、
赤
岳
拡
泉
に
も

ど
っ
た
。

タ
イ
ム
　
略

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

．

☆

一
三
日
０
　
快
晴
　
赤
岳
鉱
泉
―
硫
黄
岳
往
復
―
己
ノ
戸
ロ

赤
岳
鉱
泉
の
脇
か
ら
硫
黄
岳

に
登
る
。
山
頂
か
ら
の
展
望
は

さ
え
ぎ
る
も
の
が
な
く
、
三
六
い
度
の
展
望
を
ほ
し
い
ま
ま
に

す
る
。
写
真
を
撮
っ
て
い
る
間
に
、
風
が
張
く
な
り
、
小
さ
な

小
屋

に
入
る
。
わ
た
く
し
た
ち
八
名
が
入
る
と
い
っ
ば
い
で
、

他
の
パ
ー
テ
イ
は
山
頂

に
着
く
な
り
、
直
ぐ
に
下
山
し
て
し
ま

う
。
三
〇
分
程
の
休
憩
後
下
山
し
、
赤
岳
拡
泉
に
向
う
。

天
幕
を
撤
収
し
て
ニ
ビ

ッ
チ
で
バ
ス
の
待
っ
て
い
る
巳
ノ
戸

口
に
着
い
た
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（塚
田
　
信
正
）

タ
イ
ム
　
略

７８
御

前

山

中

尾

根

期
　
日
　
二
月

一
三
日
⑬

曇

参
加
者
　
安
富
Ｌ
　
以
上

一
名

報
　
告

車
で
神
戸
岩
方
面

へ
入
り
、
尾
根
の
ほ
ぼ
末
端
、
水
ノ
戸
沢

と
本
流
と

の
合
流
点
の
橋
―
堰
下
橋
か
ら
歩
き
は
じ
め
る
。
古

い
神
戸
岩
キ
ヤ
ン
プ
場
の
バ
ン
ガ

ロ
ー
の
わ
さ
か
ら
登
る
。
冬

の
終
り
の
ほ
の
暖
か
い
空
気

に
ビ

ッ
チ
も
は
か
ど
る
。
道
は
、

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
枝
打
ち

に
通
っ
た
ら
し
く
割
合
し
っ
か
り
し

て
い
る
。

や
が
て
ま
だ
植
え
た
ば
か
り

の
ヒ
ノ
キ
の
造
林
地
を
す
ぎ
、

急
に
な
る
と
、
主
脈
の
縦
走
路
に
出
た
。
白
い
道
標
と
ベ
ン
チ

が
あ
る
小
ピ
ー
タ
で
あ
る
。
テ
ル
モ
ス
に
入
れ
て
来
た
わ
茶
が

う
ま
い
。
新
人
の
時
の
夏

‐１
・
―
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
思
い
出
し
な

が
ら
、
御
前
山

へ
と
向
う
。
道
は
ま
だ
完
全
に
溶
け
き
ら
ず
、

泥
が
足
に
つ
か
ず
に
歩
き
や
す
い
。

避
難
小
屋
の
分
岐
を
す
ぎ
御
前
山
山
棋
に
着
く
。
誰
も
い
な

い
。
北
面
の
カ
ラ
マ
ツ
林

の
間
か
ら
、
駕
ノ
果
な
ど
の
ッ
ル
エ

ッ
ト
が
美
し
い
。
少
し
西
側
の
展
望
の
良
い
所
ま
で
行
っ
て
、

先
週
の
月
夜
見
沢
を
眺
め
た
。

帰
蔭
は
、
湯
久
保
尾
根
を
と
る
。
し
ば
ら
く
下
り
、
簡
単
な

-16-

小
屋
掛
け
の
あ
る
所
か
ら
左
に
ま
ぐ
。
巻
き
道
が
小
尾
根
を
越

え
る
所
で
、
小
島
根
の
方

ヘ
ル
ー
ト
を
と
る
。
車
の
所

へ
真
直

ぐ
―
り
た
い
の
と
、
沢

へ
降
り
、
あ
わ
よ
く
ば
今
夜
の
酒

の
肴

―
ャ

マ
メ
ー
で
も
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

枚
掏
ち
の
枝
が
い
っ
ば
い
の
尾
根
を
下
る
と
、
左
側

に
偶
然

細
い
踏
跡
を
み
つ
け
た
。
他
の
季
節
な
ら
絶
対
に
わ
か
ら
ぬ
ほ

ど
細
い
も
の
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
は
尾
根
を
も
ど
り
気
味

に
、

行
き
、
沢
に
降
り
る
の
だ
と
思
っ
た
ら
、
小
尾
根

に
つ
い
て
下

り
は
じ
め
た
。
仕
事

に
通
う
ら
し
く
よ
く
刈
払
い
し
て
あ
っ
た
。

や
が
て
本
流
の
水
ノ
戸
沢

に
下
り
つ
き
、
時

々
竿
を
出
し
な

が
ら
下
っ
た
が
、
今
夜
の
肴
は
収
獲
な
し
で
あ
っ
た
。
立
派
な

歩
道
を
水
ノ
戸
沢
出
合
す
て
戻

っ
た
。
　

（安
富
　
芳
森
）

タ
イ
ム
　
中
尾
根
取
付
７

・
４。
―
主
稜
線

９

ｏ
”
′
↓
―

御
前
山
‐。

ｏ
０２
１
２。
―
湯
久
保
尾
根
か
ら
支
尾
根

へ
１。

ｏ
，キ３
１

水
ノ
戸
沢
出
合

（尾
根
取
付
）
１ｌ

ｏ
５。

７８
皇

海

山

（
春

山

合

宿

）

報
　
告

☆
二
月

一
九
日
ω

　

曇

人
骨
の
浮
く
と
言
わ
れ
る
０
注
艮
線
川
ぞ
い
に
足
尾
線

の
中

中
で
し
ば
し
ま
ど
ろ
む
と
突
然
永
井

に
起
こ
さ
れ
、
血
洞
駅

‘

着
い
た
事
を
知
る
。
足
尾
の
町
で

一
台
し
か
な
い
タ
ク

ノ
ー

年

ひ
ろ
い
、　
か
じ
か
荘
の
終
点

へ
着
い
た
ら
九
時
で
あ
〓

た
。

キ
ス
リ

ン
グ
に
ビ

ッ
ケ
ル
と
ワ
カ
ン
を
つ
け
、
林
道
を
の
■
ム

と
、　
一
時
間
半
で
災
申
山
の
登
り
口

一
の
鳥
嬌

へ
お
い
た
。
な

山
道
は
皮
申
山
神
社

へ
の
参
道
で
も
あ
る
の
で
き
わ
め
て
生
悔

さ
れ
、
雪
も
と
け
て
い
る
。
鏡
岩
て

一
服
し
、
も
う

Ｉ
ビ
ツ
チ

登
る
と
猿
田
彦
神
社
跡

に
快
通
な
幕
営
地
を
見
つ
け
、

こ
こ
で

今
日
の
行
動
を
樅
え
る
。
こ
こ
か
ら
明
日
は
皇
海
山
ま
で
早
出

て
残
業
た
。
設
営
を
縦

っ
た
と
こ
ろ

へ
庚
申
山
荘
の
お
や
し
が

突
然
犬
を
つ
れ
て
あ
ら
わ
れ
、
立
ち
退
き
を
命
じ
ら
れ
た
が
、

Ｏ
Ｍ
Ｃ
の
名
が
さ
い
て
か
張
り
か
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
す
ん
だ
。

ヾ

今
後
い
く
人
は
山
荘

の
お
夕
じ
に
注
意
さ
れ
た
方
が
良
い
。

タ
イ

ム
　
か
し
か
荘

９

ｏ
帥
―

一

４５
１
猿

田
彦
神
社
跡

（幕
営
地
）

１３

（藤
井
　
諭
）

の
鳥
居
‐ｌ

ｏ
ｏＯ
Ｉ
鏡
岩
１１

ｏ

０ ０

期
　
日

参
加
者

二
月

一
九
日
①
ｌ
二

一
日
輌

甲
山
』

藤
井
ｓＬ
　
永
井
　
斉
藤
ｍ
　
以
上
四
名

-l t-



７８
日
山
協
第
二
種
指
導
員
検
定
試
験

（
八
ケ
岳
）

期
　
日
　
二
月
二

〇
日
―
二
一
日

参
加
者
　
塚
田
０
　
以
上
一
名

報
　
と口
　
　
　
　
　
　
　
・

☆
二
〇
日
０
　
快
晴
　
巳
′
戸
口
‥
赤
岳
鉱
泉
―
行
者
小
屋

前
夜
二

一
時
、
八
王
子
薇
南
口
に
指
導
教
の
柴
山
氏
と
鈴
木

氏
と
待
ち
合
わ
せ
、
赤
レ、
メ
パ
ル
で
中
央
道
を
飛
ば
し
、
己
ノ

戸
口
に
向
う
。

今
回
の
検
定
員
は
主
任
検
常
点
が
熙
中
氏

（雲
表
）
、
そ
れ

さ
に
く
い
の
で
、

ア
イ
ゼ
ン
を
は
ず
し
た
が
、
今
度
は
表
面
が

か
た
く
て
も
内
側
が
や
わ
ら
か
い
雪
質
の
た
め
、
三
歩
歩
い
て

一
穴
潜
る
よ
う
な
調
子
で
ど
う
も
は
か
ば
か
し
く
な
い
。

そ
こ
で
す
た

一
本
立
て
て
フ
カ
ン
辛
つ
け
、
そ
ろ
夕
そ
ろ
夕
と

潜
ら
な
い
よ
う
に
六
林
班
峠

へ
向
か
う
。
峠
は
静
か
な

ム
ー
ド

の
好
ま
し
い
場
所
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
腱
申
山
荘
ま
で
、
通

が
山
の
中
腹
を
ほ
ば
水
平
ほ
デ
グ
ザ
グ
に
切
ら
れ
て
い
る
が
あ

ま
り
整
備
さ
れ
て
か
ら
ず
、
所
々
崩
れ
て
卜
り
、
ま
た
例
の
雪

質
の
た
め
苦
し
め
ら
れ
る
。
バ
テ
て
声
も
な
く
、
大
き
な
支
尾

“

根
を
越
し
た
所
で
小
屋
ま
で
何
分
位
か
、
ピ
ー
ル
を
か
け
よ
う
　
８‘

と
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

と
い
っ
て

一
〇
分
ほ
ど
歩
い
た
ら
小
燿
が
見
え
、
大
笑
い
を
し
　
．

た
。天

幕
に
こ
ろ
が
り
込
み
ほ
っ
と

一
息
、
久
し
ぶ
り

に
歩
い
た

雪
は
顔
で
味
わ
う
も
の
な
の
だ
と
感
懐

に
ふ
け
っ
た
。

（要
す

る
に
歩
く
た
ん
び

に
雪

に
つ
ん

の
め
っ
て
い
た
の
で
す
。
）

（永
井
　
正
敏
）

タ
イ
ム
　
幕
営
地
５

・
２。
―
庚
中
山
６

ｏ
２。
，
３６
１
鋸
山
９
・

∞
―
‐。
―
皇
海
山
ｍ
ｏ
“
―
‐１
・
０。
―
鋸
山
‐２
・
０。
１
２。１
六
林

班
峠
１３
・
３５
１
幕
営
地
“
・
４。

に
坂
口
氏

（同
志
会
）
、
柴
山
氏

（
岳
薇
）
、
鈴
木
氏

（
雲
稜
）

と
私
の
五
名
。
受
験
者
が

一
二
名
。
三
班

に
分
か
れ
た
。

己
ノ
戸
日
か
ら
北
沢
沿
い
の
道
を
赤
岳
鉱
泉
に
向
か
９
。
こ

れ
か
ら
指
導
員
に
な
ろ
う
と
す
る
人
達
に
し
て
は
、
全
く

ス
ロ

ー
ペ
ー
ス
だ
。
先
週
の
登
山
教
室
の
参
加
者
は
今
回
の
人
達
に

比
べ
た
な
ら
全
く
の
素
人
と
い
っ
て
も
い
い
位
だ
が
、
積
雪
が

多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
分
の
二
位

の
時
間
で
赤
岳
鉱
泉
に

着
く
こ
と
が
で
き
た
。

赤
岳
鉱
泉
で
ス
キ
ー
を
履
い
て
行
者
小
屋
に
向
う
。
中
山
乗

越
直
下
の
急
登
で
相
当
バ
テ
た
よ
う
だ
。
中
に
は
検
定
員

に
ザ

ッ
ク
を
背
負

っ
て
も
ら
う
者
も
で
て
き
た
。

行
者
小
屋
協

に
天
幕
を
張
る
が
、

モ
タ
モ
ノ
し
て

一
時
間
以

上
も
か
か
っ
て
い
る
。

阿
弥
陀
岳
北
稜
下
部
で
ワ
カ
ン
を
履
い
て
の
歩
行
と
雪
洞
の

堀
り
方
を
見
て
行
者
の
天
幕

に
も
ど
る
。
　

（塚
田
　
信
正
）

☆
二

一
日
⑪
　
快
晴
　
行
者
小
屋
―
中
岳

コ
ル
往
復
―
己
ノ
戸

ロ
行
者
小
屋
か
ら
中
岳

コ
ル
を
め
ざ
す
。

コ
ル
ま
で
キ
ッ
ク
ス

テ
ソ
プ
。

コ
ル
の
南
側
の
魚
斜
面
を
利
用
し
て
、
歩
行
、
隔
時

登
攀
、
連
続
登
攀
、
装
備
点
検
、
滑
落
停
止
な
ど
を
行
な
っ
た
。
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☆
二
月
二
〇
日
い
　
晴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

予
定
通
り
三
時

に
起
き
て
ベ
ン
チ
ン
ー
タ
を
の
ぞ
く
と
星
が

見
え
る
。
今
日
は
い
た
だ
き
と
足
ど
り
も
軽
く
天
幕
を
後
に
す

る
。
凍
て
つ
い
た
雪
面
に
ア
イ
ゼ
ン
が
小
気
味
よ
い
。
庚
申
山

は
す
ぐ
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
昔
の
信
仰
登
山
の
山
ら
し
く
、

岩
場
が
多
く
時
間
を
と
ら
れ
頂
上
に
あ
が
る
前

に
日
の
出
を
迎

え
た
。
庚
申
山
頂
で
か
ど
け
て
カ
メ
ラ
を
か
ま
え
た
り
、

の
ん

び
り
楽
し
い
気
分
で
鋸
山

へ
の
稜
線

へ
向
か
う
。
御
岳
山
、
地

蔵
岳
、
薬
師
岳
、
自
由
、
蔵
王
岳
、
剣

の
山
、
鋸
出
と
、
■
ヒ

ッ
チ
毎

に
現
わ
れ
る
小
ピ
ー
ク
に
す
べ
て
有
名
な
山
名
が

，
い

て
お
り
、
ず
い
ぶ
ん
歩
い
た
気

に
な
る
が
、
た
か
が
■
さ
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
稜
線
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
道
が
岩
噴
ま
し
り

で
悪
く
、
け

っ
こ
う
時
間
は
か
か

っ
た
。
ピ
ラ
ミ

ッ
■
状
の
か

っ
こ
う
の
よ
い
鋸
山
の
山
頂
は
、
猫
の
額
ほ
ど

に
汁
■
く
、
な

が
め
が
よ
い
。
皇
海
山

へ
は
い
っ
た
ん

コ
ル
に
下
´
て
登
ク
返

す
。
雪
も
、
も
も
位

の
深
さ
で
、
最
後
の
ビ

ッ
，
は
例

に
よ
っ

て
バ
テ
パ
テ
で
、
や
っ
と
の
思
い
て
樹

‥‐
体
の
一
の
山
典

に
つ
い

た
。
時
間
も
な
い
の
で
三
十
分
後

に
下
り
は
じ
め
る
。

鋸
山

へ
登
り
返
す
所
が
急
な
雪
面
で
、
雪
崩

」
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
雪
が
腐
り
は
じ
め
、
ア
イ
ゼ
ン
が
ダ
′
ゴ
に
な
っ
て
歩

☆
二
月
二

一
日
働
　
晴
　
　
　
　
　
　
ヽ

昨
日
の
疲
れ
で
ぐ

っ
す
り
眠
り
、
ヽ
麹
な
朝
を
む
か
え
る
。

今
日
は
帰
る
の
み
で
い
た

っ
て
楽
々
ス
タ
ジ

ユ
ー
ル
だ
。　
一
気

に
一
の
鳥
居

へ
下
り
、
こ
こ
で
滝
見
物
を
楽
し
む
。
三
日
の
う

ち
で
救
も
好
天
日
と
な
り
、
帰
る
の
が
お
し
か
っ
た
が

一
路
か

し
か
荘

へ
向
う
。
駅
で
は
時
間
ｔ
わ
り
、
し
ば
し
昔

の
鉱
山
岬

の
な
ご
り
を
味
わ

っ
た
。
　
　
　
　
（藤
井
　
諭
）

タ
イ
ム
　
幕
営
地
６

・
３。
―
　
の
鳥
居
７

ｏ
３。
―
か
じ
か
荘

８
・
∞
（解
散
）


